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１. SCOREでの活動目的 

高時間分解能と高空間分解能の両方をあわせもつ非侵襲的脳機能計測技術を開発するという課

題を解決するために、脳に磁界をバイアスする方式による脳信号計測という技術シーズを用いた

ビジネスモデル仮説を策定するとともに、顧客ヒアリングを進めて、ビジネスモデルの現実化・高

度化を図る。商品タイプとして、①研究用高性能タイプ、②臨床用高機能タイプ、③普及用タイプ、

④携帯小型タイプの 4 類型を想定しており、この順番で製品開発する予定である。本研究開発課

題では、主に、研究用高性能タイプのプロトタイプを開発し、製品検証に取り組む。 

 

２. 総合所見 

プロトタイプ開発を計画通りに進め、仮説に基づいて顧客候補に適切なインタビューを行い、高い

ニーズと応用の可能性を明確にした点を評価する。製品開発や経営人材とのチームアップを進め、

事業化を実現することに期待する。 
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